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利用成果の概要

<実験方法>

<実験結果>

<今後の見通し>

　サンプルは、弊社にて作製したガラス試料2種類と、比較試料としてMgO粉末、スピネル粉末、
ジオプサイド粉末の3種類のMgO含有結晶についてMg-K吸収端のXANES測定を行った。

　図に、得られた試料2種類と比較試料3種類のXANESスペクトルを示す。弊社で調整した組成

の違う試料において、XANESスペクトルに違いが認められた。組成によってガラス中のＭｇ2+の構
造に違いがある可能性が示唆された。

　組成によるガラス中のＭｇ2+の局所構造の変化の可能性は、組成設計作業の参考となるもので
あった。これは、この手法の優位性を示している。さらに、条件を変えて測定を繰り返すことで、Ｍ

ｇ2+の局所構造と組成の関係について解明できると期待している。

　Na2O-MgO-Al2O3-SiO2系ガラス組成の設計指針を得るためにXANES測定を用いて、材料の組

成を変えたガラス中のMg2+イオンの局所構造を調べた。

　ガラスを製造する際に少量含ませるMgOは、ガラスの耐食性や耐熱性向上になど種々の物性
の制御に重要な役割を担っており、またタッチパネル等に用いられている化学強化ガラスの場合
には、Mg2+イオンはガラスの強化に重要なNa+ ⇄ K+ イオン交換反応にも影響する。

　このような、MgO量による物性の制御においては、Mg2+イオンの局所構造を知ることは重要で
ある。ガラス中のMg2+イオンの局所構造については一般的にCa2+と同様に酸素イオンが6個配
位した構造を取ると考えられているが、それ以外に組成によってはその他の構造を取るとの説も
あり、十分に明らかになっているとは言えない。今回我々は、軟X線XANES測定を用いて材料組
成の設計指針を得るために測定を行い、この手法が有効であるかを評価した。
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　測定結果から、組成の違いによりガラス中のMg2+の構造に違いが有ることが示唆され、XANES
測定が材料組成を設計するのに有効な手法であることが考えられた。
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